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人 文 学 報
において劇的なかたちで展開されたけれども,この問題はフランス革命のみにかぎられる問題
ではなかった｡誕生間もないアメリカ合衆国においてもあるべき国民像の確立とそれによる社
会的統合は焦眉の急を要する問題であったし,ナポレオン戦争での敗北という状況のもとでフ
ィヒテが訴えた国民もこの国民にはかならなかった｡近代国家が国民国家を枠組みとする以上,
その形成過程において国民の観念が旋回軸となるのは普遍的な現象というべきであろう｡
知識が社会秩序の形成にたいして積極的な役割を果たすためには,それを生産し,全国に普
及させるための装置系,アルチュセールの言葉を用いれば ｢国家のイデオロギー装置｣がなけ
ればならない｡とりわけ近代国家の秩序の根底を支える (国民)が抽象度の高い観念であると
すれば,それだけいっそう人々がそれをわがものにすることを可能にする装置の重要性は増大
するであろう｡ じっさい近代国民国家の形成過程は,同時に,学校をはじめとするイデオロ
ギー装置の創出と再編の過程であった｡
こうして私たちがこの共同研究で考えようとしたのは,知識による秩序の確立と知識の制度
化のあいだでくりひろげられる弁証法と要約することができるであろう｡ この弁証法はさまざ
まな場面で無数の問題をはらみながら展開されたのであって,私たちの試みはその入口の第一
次的接近でしかなく,多くの問題は,この共同研究につづく く知識と秩序Ⅱ-近代社会とエ
リート層の再編過程)にゆずらざるをえなかった｡また,中間的報告という性格からして,共
同研究としての統一性よりも執筆者の関心を優先させることとした｡
種々の都合で論文を寄せていただけなかったが,研究会に参加し,報告をいただいた方々,
浅田彰,大浦康介,岡本明,木崎喜代治,小西嘉幸,佐伯啓思,芝井敬司,進藤雄三,田中秀
夫,谷川稔,∫.-M.ドムナック,服部春彦,林学,樋口勤一,光永雅明,森原隆の諸兄,編集
と校正に協力いただいた光永雅明,水嶋一意の諸氏に謝意を表したい｡
1992年 1月
阪 上 孝
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